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　10月13・14日，10月20・21日に新人看護師6名が2回に分かれ、患者入院体験を行いました。
　患者体験研修は患者の視点で療養環境や看護者の患者対応、ケア実践を客観的に捉え、自己の看護の振り替えりを
行い今後のケアに生かすという目的で実施されています。
　患者になりきってもらうため、患者設定・研修における特別なルールが設けられ、携帯電話の使用もテレビの視聴も禁止
されました。入院前、緊張や不安のなか各病棟に入院。病衣を着て過ごし、身体抑制や検査後のベッド上安静体験、松
葉杖や利き手が使用できないなど、それぞれが入院中に体験しました。
　患者の立場に立ち患者を理解するために、患者の視線で考えることの大切さを身を持って体験できたのではないでしょ
うか。
　今回体験したことを今後に生かし、相手を思いやり、優しく患者の気持ちが分かる看護師へ成長することを願います。
　患者体験を実施するにあたりプリセプターや病棟の先輩看護師が協力して下さり、先輩看護師たちの声かけや対応が
良いお手本となり、自分の今後の姿に重ねたのではないでしょうか。新人看護師を支える私たちスタッフも初心を忘れず
患者の視線で、患者に寄り添える看護師でありたいと思います。（平木）

スターティング研修　患者一泊体験
10/13～10/14
10/20～10/21

患者一泊体験を通して（レポートより一部抜粋）　  神野彩
　今回私は、高血圧症、右靱帯損傷のためニーブレスを装着しているという患者設定で、回復リハビリ病棟へ1泊入院体験を行いまし
た。
　松葉杖を使用し、まず気になったことは手の平が痛くなったことです。松葉杖での歩行ではグリップを手の平で握りますが、全体重を
かけることになるため、手の平に痛みが生じました。整形外科での研修の際、松葉杖を使用している患者さんに対して、正しく松葉杖
が使用できているか、フラツキがないかといったことを確認していましたが、それ以外にも松葉杖使用に伴う痛みの有無の確認を行っ
たり、痛みが少しでも軽減するようにグリップの部分にカバーをしたりといった配慮が必要であると考えました。椅子に座る際に椅子を引
くといった動作は、片手を空ける必要があるため松葉杖が片方だけとなり、立位を保持するのが不安定になり自分一人ではなかなか難
しかったです。
　看護師の方が忙しそうに動いている姿を見ると「ナースコールを押しにくい」と感じました。患者さん1人では出来ない行動などを把握
し、看護師から「○○をするときは教えて下さい」と一言声をかけることが必要だと感じました。
　今回は1日という短い間の使用・装着でしたが、実際に使用する患者さんは長期間となるため、その苦痛は計り知れません。この体験
で感じたことに対しての声かけ、配慮を忘れずに行っていきたいと思います。










